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い
る
以
外
に
、
県
規
則
で
「
人
家

の
並
ん
だ
場
所
」
「
昼
夜
の
別
」

な
ど
で
、
い
ろ
い
ろ
制
限
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
ん
ど
の
改
正
で
と
う

道
路
交
通
取
締
法
が
昨
年
十
一
月
一
り
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
が
ぜ
ひ
知
一
し
た
制
限
が
な
く
な
り
ま
し
た
の

一
白
か
ら
改
正
施
行
さ
れ
ま
し
た
一
っ
て
、
守
っ
て
い
た
だ
き
、
お
互
一
で
、
原
則
と
し
て
施
行
令
に
よ
る

の
で
、
県
公
安
委
員
会
で
は
長
崎
一
い
に
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
て
一
規
定
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

県
道
路
交
通
取
締
規
則
を
昨
年
十
一
く
だ
さ
い
。
一
し
か
し
県
公
安
委
員
会
の
告
示
に

二
月
二
十
三
日
付
で
一

部
改
正
し
一
制
限
速
度
は
廃
止
一
よ
っ
て
対
象
、
区
間
(
場
所
)
期

施
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
最
高
制
限
速
度
は
い
ま
ま
で
、
交
一
間
な
ど
を
個
々
に
指
定
し
て
制
限

お
も
な
改
正
事
項
は
つ
ぎ
の
と
お
一
通
取
締
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ
て
一
さ
れ
ま
す
。

川

森

林

区

の

実

施

計

画

…
る
昨
年
士
一
月
二
痛
々
し
い
盗
は
ま
こ
と
に
同
情
一

…3
へ

十

七

日

鹿

児

島

に

堪

え

ま

せ

ん

.

川

幻

自

ま

て

一

一

般

縦

覧

…
し
者
県
大
島
郡
瀬
戸
と
の
た
め
市
民
皆
様
の
同
情
に
…
県
で
は
昭
和
三
十
四
年
度
森
林
区

一
て
災
内
町
に
発
生
レ
訴
え
、
と
れ
ら
気
の
毒
な
被
災
川
実
施
計
画
を
公
表
す
る
こ
と
と
な

…

つ

被
た
火
災
は
、
全
者
の
た
め
に
義
援
金
を
募
集
す

γ、
そ
の
計
画
憲
一
月
二
十
三

川
待
る
焼
千
六
百
有
余
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
~
日
ま
で
震
林
諜
で
一
般
の
縦
覧
に

h

引

ぇ

一戸
、
被
災
者
七
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
…
供
し
て
い
ま
す
。

川

汁

る

千

人

と

い

う

ひ

A
募
集
期
間
一
月
三
十
日
ま
で
…
必
要
の
人
は
早
め
に
み
て
く
だ
さ

・

守

ふ

ど

い

惨

状

で

、

会

回

は

麓

援

金

だ

け

受

付

け

…

ぃ

.

(

畳

一

林

課

)

…

の

に

酷

寒

の

さ

申

、

ま

す

。

干

風

雲

盗

で

寒

風

A
取
扱
場
所
市
福
祉
事
務
所
町

~
九
州
電
力
の
竹
松
九
億

て
J
寡
き
さ
れ
て
各
出
張
所
(
大
村
市
、
日
本
赤

b

…

サ

ー

ビ

ス

庖

移

転

大

村

制
切
い
る
被
災
者
の
十
字
社
長
崎
県
大
村
地
区
)

川
営
業
所
で
は
よ
り
よ
い
市
民
の
サ

り

運
聴
者
は
標
識
に
注
意
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傘

を

さ

し

て

は

い

け

ま

せ

ん

自

転

車

市
内
で
は
松
原
一
ノ
郷
の
県
道
約
一
一
人
を
乗
せ
る
と
と
が
で
き
ま
一
と
の
た
め
同
協
会
大
村
支
部
の
結
一皆
き
ん
の
ど
協
に
対
し
厚
。ぺ
お

七
百
米
が
制
限
さ
れ
、
昼
夜
間
と
一
す
が
、
横
乗
り
な
ど
の
木
安
定
一
成
大
会
を

一
月
十
八
日
午
前
十
時
一
礼
申
上
げ
ま
す
。

も
毎
時
二
十
キ
ロ
と
な
っ
た
だ
け
一
な
乗
車
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
か
ら
中
央
公
民
舘
で
開
ら
き
ま
す
一
義
援
金
一
一
一十
九
万
八
千
二
百

で
他
は
全
然
制
限
さ
れ
て
い
ま
せ

一
冊
第
二
種
バ
イ
ク
で
リ
ヤ
カ
ー
を
一
の
で
関
係
者
は
全
員
出
席
し
て
く
一
三
十
四
円

ん

。

一

け

ん

引

す

る

こ

と

が

で

き

な

く
一
だ
さ
い
。

(
福
祉
事
務
附
)
一

議
捷
品
五
十
五
乙
ん
(
干
四

今
後
、
運
転
者
は
標
識
に
特
に
注
一

な
り
ま
し
た
。

一

1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-

-
百
九
十
七
キ
ロ
)

一

一

国

立

ろ

う

あ

者

更

生

一

意
し
て
違
反
の
な
い
よ
う
に
し
て
一
第
一
種
バ
イ
ク
と
自

転

車

で

ま

一

一

(

福

祉

事
務
所
)

一

;

一

指

導

所

入

所

生

募

集

一

く

だ

さ

い

。

一

け

ん

引

し

て

も

さ

し

っ
か
え
な
一

j

一

こ

れ

だ

け

は

ぜ

ひ

一

い

が

重
量
は
八
十
キ
ロ
ま
で
一
滴
十
八
才
以
上
で
聴
覚
、背

声
、
ま
一
督
促
獄
発
行
ま
え
に

す
ま
し
ょ
う
一
④
自
転
車
に
二
人
以
上
乗
る
こ
と
一
た
は
言
語
機
能
障
害
に
よ
り
身
体
一

窓

会

は

早

く

窓

口

へ

一
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
一

運
転
者
の
守
る
事
項

C
2
0つ
ぎ
一

・

一

る

者
で
、
入
有
を
希
望
す
る
人
ま
一
固
定
資
産
税
第
四
期
分
の
滞
納
分

'
一
六
才
以
下
の
幼
児
で
も
乗
せ
る
一

l
一

の

と

と

が

追

加

さ

れ

ま

し

た

。

一

一

一

月

二

十

日

ま

で

福

祉

事

務

所

へ一

に
一
月
二
十
日
付
で
督
促
状
を
発

一

乙

と

は

で

き

ま

せ

ん

。

一

一

①
一
フ
ジ
オ
受
信
機
霊
に
あ
て
た
一
ま
た
、
傘
を
さ
し
た
り
、
重
い
一
お
い
で
く
だ
さ
い
。

一

行
し
ま
す
。
寝
室
発
行
す
る

ま
ま
自
動
車
や
バ
イ
ク
を
操
縦
一
も
の
、
大
き
い
も
の
、
見
と
お
し
一

(椙
祉
事
所
)
一と
逼
に
つ
き
二
十
円
の
督
促
手

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
一
を
妨
ア
る
も
の
、
あ
る

J
4危
険
一

1
11
1
1
1
1
1
1

一数
料
巷
徴
収
す
る
と
と
に
な
り
ま

一

』

U
P
V

一

身

体

障

害

者

の

人

遺

一

②
自
動
二
輪
車
、
軽
自
動
三
輪
二

の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
を
持
っ

て

↑

一

車
、
第
二
種
バ
イ
ク
の
荷
台
や
一
操
縦
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

一
に

職

業

訓

練

一未
納
の
方
は
早
め
に
納
め
て
く
だ

補
助
席
の
あ
る
も
の
に
限
り
、
一
(
大
村
警
察
署
)
一身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
そ
受
け
一
さ
い
。
(
税
務
課
)

H

一
て
い
る
技
体
不
自
由
者
で
社
会
的
一

l
i
l
i
-
-
-
--

ー
ピ
ス
の
一
つ
と
し
て
忽
郵
便
元
米
最
村
青
批
年
を
募
集
一
更
生
意
欲
が
あ
り
職
業
製
(
時
一

N
H
K
と
N
B
C
で

局
横
に
設
け
て
い
た

o
竹
松
サ
1
一
農
林
省
で
は
昭
和
三
十
四
年
度
ア
言
、
津
裁
、
ラ
ジ
オ
琶
を
受
け
一
農
事
放
送

ピ
ス
与
を
、
と
の
ほ
ど
竹
松
出
一

メ
リ
カ
派
遣
農
村
青
壮
年
春
募
集
一
る
た
め
入
雲
希
望
す
る
人
は

ニ

N
H
K
と
ラ
ジ
オ
長
崎
で
は
震

張
所
横
に
移
転
し
ま
し
た
。

一
し
て
い
ま
す。

一月
二
十
日
ま
で
福
祉
裏
所
へ
お
一
家
の
皆
さ
ん
の
た
め
つ
ぎ
の
と
お

(
九
電
大
村
営
業
所
)
一
派
米
希
望
者
は
農
林
課
へ
お
た
す
一
い
で
く
だ
さ
い
。

一長
業
共
済
関
係
の
放
送
を
し
ま

一
ね
の
上

一
月
二
十
固
ま
で
に
申
出
一
(
福
知
一
事
務
所
)
一
す
・

農

耕

地

用

客

土

市

で

は

一

て

く

だ

さ

い

。

一

1

1

1

1

一ム
一
月
十
三
日

N
B
C
午
前
六

を

無

償

で

分

譲

大
村
公
一
出
発
は
本
年
四
月
初
旬
で
、
八
カ

一

関

東

・

東

海

地

区

へ

一

時

四

十
分
(
共
済
金
は
か
く
し

警
護
中
で
す
が
、
蓮
池
か
ら
子
滞
在
の
予
定
で
す
(
農
林
課
ニ
浄
財
お
万
円
、
品
物
邸
相

一
て
払
わ
れ
る
)

持
上
げ
た
土
(
農
耕
地
用
客
土
ニ

l

i

l

-

-

一
昨
年
九
月
二
十
六
日
の
台
風
二
十
一
ム
一

月
二
十一ニ

N
H
K
午
前
五

柔

争

議

し

ま

す

。

入

用

の

一

盲

人

協

会

大

村

支

部

一
二
県
に
よ
る
関
東
、
豪
語
の
一
時
四
十
分

(

審

議

長

の

人
は
現
場
(
玖
島
崎
補
助
グ
ラ
ン一

結

成

大

会

一

書

記

し

て
、
皆
さ
ん
か
長
一

語
)

ド
横
)
に
受
取
り
に
来
て
く
だ
さ
一
従
来
の
長
崎
県
盲
人
協
会
は
昨
年
一
せ
月
れ
た
聾
援
金
品
は
つ
ぎ
の
と
一
ム
一
月
二
十
九
日

N
H
穴
午

ぃ
。
(
建
設
課
)
一
九
月
三
十
日
で
社
団
法
人
と
な
り
一
お
り
で
、
昨
年
末
で
締
切
り
、
静
一
五
時
四
十
分
(
麦
は
侵
酬
を
の

事
業
内
容
も
変
り
ま
し
た
。
一
岡
県
被
災
地
に
送
付
し
ま
し
た
。
一
ぞ
ん
で
い
る
)
(
農
林
課
)

市

県

民

税

第

四

期

分

の

納

期

は

一

月

十

五

日

か

ら

三

十

一

日

ま

で

で

す

。

お

忘

れ

に

な

ら

な

い

う

ち

に

納

め

て

く

だ

さ

い

。

(
税
務
課
)



(二)

市

民

の

た

め

に

前

進

ム
池
田
十
一
区
七
三
七
号
竹
田
一
ム
池
田
住
宅
二

O
号
森
俊
昭
一
ム
杭
出
蔀
三
区
二

O
七

号

林

田

↑

男

義

春

ロ

・

4

一

女

雅

子

6

一

男

畏

女

し

の

ぶ

お

一

畏

女

恵

都

子

お

一

盛

二

男

博

n
・
4

一
A
原
口
郷
六
へ
八
山
川
守
畏
一

ム
小
路
口
郷
六
八
三

ム
松
並
町
二
一

O

干
手
祐
良
一
ム
黒
末
郷
八
九
八
梶
原
信
畏
一

A
今

宮

郷

一

三

八

一

三

九

山

一

女

由

紀

子

日

・

却

一

二

女

和

子

8

二

男

浩

二

例

一

男

秀

年

ロ

・

3

一
閉
隆
吉
ご
男
正
治
日
・
一

A
並
松
住
宅
三
号
小
島
哲
夫

一ム

一
ノ
郷
九
三
一
浜
崎
満

一
市
で
は
一
月
五
日
午
舵
十
時
か
ら
す
と
と
も
に
、
霊
的
な
施
策
一
ム
水
団
郵
便
局
官
舎
四
号
松
村
一
ム
植
松
町
四
八
七
根
本
ユ
ミ
子
一
ぉ

一
二
男

清
ロ
・

6

一

愛一一

7・u

リ
一
市
議
場
で
全
職
買
が
集
っ
て
習
を
、
よ
く
考
え
て
仕
事
を
ま
一
秋
男
長
男
樽
お
一
女
ま
な
み
口

-m

一
ム
今
宮
郷
六
六
回
高
潮
定
豆
一
ム
杭
出
庫
郷
一

O
O
一

平
松
正
一

A
久
原
郷
四
O
O
村
上
悦
男

聯
一
始
言
行
っ
た
が
、
席
上
大
村
市
て
行
き
た
い
と
思
う
。
そ
れ
に
一

A
竹
松
郷
三
三
四
葉
山
九
三
一
ム
三
好
町
三
O
六

大

串

保

二

一

男

E
寵

お

一

暢

畏

女

礼

子

日

-m
一

畏
男

敏

郎

7

何
一
一
畏
は
つ
ぎ
の
訓
辞
を
行
い
職
員
を
は
相
当
の
努
力
と
注
意
を
払
っ
一
呂
畏
女
干
鶴
子
幻
一
男
正
明
勾
一
ム
並
松
郷
茸
四
O

木
下
時
軍

一
A
春
日
町
二
九
六
卒
井
達
三

ム

久

原

郷

二

ハ

一

霊

長
女

激
励
し
た
・
て
、
因
習
を
打
破
し
新
た
な
施
一
ム
祝
崎
郷
六
九
九
浜
口
岩
作
一
ム
久
原
郷
一

O
O
一

田

中

漕

一

畏

男

克

寿

子

8

一

畏

男

達

也

子

4

一
平
歳
世

4

(
市
長
訓
辞
書
〕

慣
を
考
え
な
け
れ
は
な
ら
な
い
一
二
女
サ
チ
ヱ
四

一

長
男
誠
司

M

一
A
玖
島
郷
九
七
二
升
田
茂
夫
一

A
黒
木
翌
五

O

栗
山
妻

一

ム

原
口
郷
七
二
五
村
井
岩
見

昨
年
は
災
害
復
旧
に
全
力
を
そ
き
ょ
う
の
初
雪
は
心
を
滑
ら
か
一
ム
玖
島
郷
三
五
六
自
家
二
ム
黒
木
郷
五
七
奈
美
四
一
長
女
ト
ミ
子
日

-m

て

支

暢

子

3

一
頃
女
美
智
子

4

そ
い
だ
が
、
と
と
し
は
乙
の
災
に
し
、
ひ
き
し
め
る
に
ふ
さ
わ
一
三
女
妻
子

9

一

男

東

夫

6

一
A
平
小
川
郷

一
八
八
一
出
口
久
一
ム
杭
出
樟
三
区
三
O
四
号
神
奴
一
ム
イ
路
口
郷
五
四
五
俣
野
正
道

害
復
旧
事
業
巷
完
了
し
て
、
懸
し
い
天
の
恵
み
で
あ
る
と
思
う
一

A
田
下
郷
九
五
七
山
旦
二
郎

一
ム
本
町
四
六
九

2
阪
本
雅
雄

一

一

一

義

二

女

洋

子

?

一

明

典

雲

明

彦

2

一
ム
同
日
樟
詰
一
一

U
五
号
藤
原

案
の
各
種
事
業
を
大
い
に
力
強
年
頭
に
あ
た
っ
て
職
員
の
皆
さ
一

一一女

札

い

子

四

一

女

霊

子

幻

一

ム

今

宮

郷

五

九

二

一

瀬

武

二
一
ム
水
田
七
O
六

雄

薗

静

夫

畏

一

正

彦

畏

男

正

孝

8

く
、
躍
進
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
ん
と
と
も
に
心
を
あ
ら
た
に
と

A
小
路
口
郷
六
四
O

河

合

奏

玄

申

書

町

二

三

自

丸

正
俊

一

文

章

子

U

一

女

享

1

一
ム
黒
木
郷
二
四
二
湾
上
正
利

た

い

。

て

、

六

万

市

民

の

た

め

に

、

ぃ

一

畏

女

千

恵

子

幻

一

二

女

蓄

子

部

一

ム

草

場

郷

三

五

四

申

添

末

次

一ム
陰
平
郷
八
六
O

山

本

選

一
三
男

正

7

乙
と
に
一
歩
前
進
し
よ
う
と
す
の
し
し
の
よ
う
に
前
進
す
る
年
一
ム
久
原
郷
一
合
一
瀬
崎
鴫
畏
一

A
玖
島
郷
五
六
北
和
則
長
女
一
四
女
妙
子

U

一

四
女
い
つ
子

2
・
6

一
ム
一
ノ
郷
七
O
O
野
口
茂
こ

る
に
は
、
過
去
の
体
験
を
い
か
に
す
あ
乙
と
を
書
い
た
い
。
一
女
千
鶴
子
お

一

和
代

2
・
5

一色
原
口
郷
一

O
O
一
松
永
津
児
一
ム
極
山
郷
五
六
四
松
永
澄
夫
一
女
み
ち
子

5

-
1
1
t
j
l
h
i
l
t
-
A沖田
郷
四
ゴ
一
四
森
田
秀
雄

一ム
杭
喜
八
均
一
松
尾
何
俊
一
畏
男
慢
之

2
一

畏

女

普

紀

6

一
ム
諏
訪
郷
三
三

真
崎
梅
次
二

観
光
の
シ
オ
リ
と
↓
議
所
が
か
ね
て
霊
竺
つ
と
し
一
畏
男

政
信

n

一
畏
男
栄
二
日
・

3

一
ム
玖
島
郷
二
三
久
保
春
男
畏
一

A
港
町
四
五

O

林
田
応
志
.
同
一
ー
は

i
滑
戸
川

I
B
-
-

一足

設

も

な

る

o
観
光
と
一
て
取
上
げ
た
ら
の
で
限
定
版
で
あ
一

A
玖
島
郷
一
一
一
一
一
谷
口
進
三
一
立
は
H
M
H
H
H
H
H
J
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
M
H
H
H
H
H
H
H
H
H

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
1
H
H
H
H
M
川

H

H

H

H
H
H
け

i
B
i
l
l
i
-
-

一
削
熊
史
跡
。
が
こ
の
ま
一
る
た
め
希
望
者
は
同
事
局
(
市
一
女
は
る
み

m

一

1
d

一

一

企
武
部
郷
六
九
四
藤
本
小
太
郎
一

}
母
カ
ク
ヤ
八
二
才

8

一会

郷

二

二

二

原

口

犬

二

一

L
i年

記

一

刊

誌

持

uh--一
一
七
時
一
日

i
一

議

出

川

和

制

石

原

同

誌

八

月

ハ

け

れ

五

一

弓

一

一

一

一

日

中

ツ

ヤ

一

ト

ド

八

h
v
u太
郎

知

計

一

品

目

印

一

同

直

怠

所

)

一

3
松
山
郷
一
九
一

1
牧

島

昌

男

一

合

意

郷

九

八

九

林

コ

マ

一

討

し

一

一

一

軒

し

一

説

品

目

一

一

一

H
d
一

長

町

誌

軒

町

一
と
瑚
始
っ
た
大
村
の
暖
一

E
軍
艦
麗
園

E
一一
畏
女
意
予

2

一
本
人
七
六
才

2
・

m
一
四

女

美

干
子
八
才

z
一

義
馬
場
郷
五
八
四
田
中
武
夫
一
小
ミ
七
六
;

一
光

州

史

か

ら

現

在

、

主

調

難

髄

鯛

翻

輔

一

ム

杭

出

樟

郷

田

四

一

エ

下

道

惜

玄

武

部

郷

四

五

三

渡

辺

茂

本

一

一

一

一
盟

欄

臨

醐

欄

臨

賜

醐

蜘

臨

鯛

脳

圏

一

一

一

A
讃
訪
八
区
二
五
九
号
回
申
静
一

父
土
太
郎
七
四
才

8

一
A
今
村
郷
九
二
八
申
村
健
児

一
観

内

備

さ

れ

つ

つ

あ

る

一

語

踏

襲

器

量

一

二

女

さ

と

み

m

一

人

茂

七

o;ー

一

子

同

居

人

中

山

円

蔵

四

一
企
京
町
四
ニ
江
口
敏
夫
本
人
一
母
タ
ケ
七
八
;

二

市
大
村
空
港
ま
で
の

一
ム
黒
丸
郷
一

四
八
八

上
野
進
一
ム
並
松
住
宅
三
号
小
西
拝
畏
一

Ag費
九

二

井

手

喜

一

九

才

3

一

三
九

才

口

一

A大里
郷
三
一
八
森
次
男
母

一

写
真
六
十
余
雲
一
二
女
み
ど
り
お
・

1
・

日

一

男

昇

函

ぉ

一

母

ヒ

サ

八

一

才

日

-m
一
企
池
田
郷
五
六
八
岩
水
虎
吉
一
企
古
町
童
三
一
一
号
青
木
一
ユ
一
線
五
四
才
ロ

r入
れ
よ
口
、
産
業
、
地
勢
の
一
ム
荒
瀬
郷
三
四
七
三
岳
久
夫
一
会
部
郷
五
七
O

出
口
タ
マ
一
&
竹
松
郷
六
七
七
回
添
二
郎
一
妻
キ
ク
七
O
才

6

一
四
郎

ノ
本
ん
/
一
一
一
四
郎
一
一
一
五
一
会
場
郷
四
六

O

一
世
米
子

即
観
、
ま
立
市
内
官
公
庁
、
団
体
一
長
男
和
久
日
一
畏
晃
の
長
女
直
美

n

一
畏
男

和

広

O
才

m

一
企
中
岳
郷
五
九
O

筏
藤
誉

父

一

才

ロ

一

妹

シ

ヅ
ヱ

ニ
三
才
幻

町
合
一
覧
表
そ
挿
入
し

車
庫
雄

御

用

始

式

市

長

訓

辞

畏
男

で

り(昭和室3;23己主Z占1ET亙物認可) (1~常日繁臼)大村 市政だよ

(
建
設
課
)


